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ま え が き 
 
 わが国の平均寿命は 20 世紀後半に著しい伸長を遂げ、2019 年には男性 81.41 年、女性 87.45
年と、世界有数の長寿国となった。「日本の将来推計人口（平成 29 年推計）」によれば、平均寿命

は 2065 年には男性 84.95 年、女性 91.35 年（死亡中位仮定）に達すると推計されている。また、

健康寿命の延伸等、世界 長寿国である我が国の長寿化の進展と健康期間の関係等に係る研究等

を進めるとともに、得られた研究成果を国内だけでなく対外的に発信する必要性も高まっており、

長寿革命にかかる人口学的観点からの総合的研究を行うことが求められている。 
 このような、世界にも類を見ないわが国の急速な長寿化の進展について、そのメカニズムと背

景、死因、長寿化の進展と健康期間の関係、死亡に至るプロセス等を捉えるとともに、人口・経

済・社会をモデリングする技術を深化させるため、本研究プロジェクトは①日本版死亡データベ

ースを始めとした人口情報基盤の拡充・発信と将来人口推計への応用、②死因・死亡過程分析、

③健康度と寿命の関連分析、④死亡モデルと公的年金の計量モデル分析、⑤人口学的死亡モデル

の発展、⑥学際的・国際的研究ネットワークの構築と成果の発信という６つの領域から研究を推

進している。本事業により、長寿化・高齢化の進展が社会保障等の社会経済システムに及ぼすイ

ンパクトが解明されると同時に、高齢化のパイオニアである日本に関する研究分析結果を国際社

会に発信することによる国際社会へ貢献が出来る。同時に死亡データベースの整備による将来人

口推計の精度向上が期待される。 
本報告書はプロジェクトの初年度の研究成果を取りまとめ、「第１報告書」として刊行するもの

である。本報告書は３部構成になっており、第１部（総論）で研究の概要を述べ、第２部（各論）

には研究班員による個別論文を収録した。また、第３部には新型コロナウイルス感染症（COVID-
19）における死亡者のデータを収載した。 
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